
五
日
朝
か
ら
追
撃
に
移
っ
た
高
橋
支
隊
は
、
七
日
朝
デ
ナ
ル

ピ
ア
ン
（
マ
ニ
ラ
湾
と
ス
ピ
ク
湾
の
頸
部
の
要
地
）
に
進
出
し

た
。以

上
の
よ
う
に
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
著
の
戦
史
叢
書
（
２
）

に
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
戦
況
は
、
野
戦
重
砲
第
八

連
隊
（
高
橋
部
隊
）
が
パ
ラ
ッ
ク
北
部
の
激
戦
後
の
進
撃
の
概

要
で
あ
る
。

バ
タ
ア
ン
半
島
及
び
コ
レ
ヒ
ド
ー
ル
要
塞
付
近
に
集
結
し
た

米
比
軍
は
、
駐
比
米
師
団
、
第
一
、
第
三
十
一
師
団
及
び
要
塞

砲
部
隊
で
、
そ
の
兵
力
は
約
三
万
五
千
、
ほ
か
に
第
十
一
、
第

二
十
一
、
第
四
十
一
、
第
五
十
一
、
第
七
十
一
、
第
九
十
一
師

団
の
敗
残
部
隊
、
戦
車
二
個
連
隊
な
ど
五
千
な
い
し
一
万
で
合

計
四
万
な
い
し
四
万
五
千
人
及
び
戦
車
約
四
〇
両
と
判
断
さ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、
バ
タ
ア
ン
半
島
攻
略
戦
は
応
急
的
で
あ
っ
た
た
め

第
一
次
攻
略
戦
は
と
ん
挫
し
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
い
い
。
比

島
攻
略
戦
は
、
ジ
ャ
ワ
島
の
攻
略
の
よ
う
に
一
気
呵
成
に
は
い

か
な
か
っ
た
。
大
本
営
は
、
バ
タ
ア
ン
に
よ
っ
て
頑
強
に
抵
抗

し
て
い
る
米
比
軍
に
対
し
て
は
、
充
分
な
準
備
を
し
、
相
当
の

日
数
を
要
す
る
と
判
断
し
て
い
た
が
、
南
方
軍
は
、
比
島
攻
略

軍
で
あ
る
第
十
四
軍
に
あ
く
ま
で
も
バ
タ
ア
ン
、
コ
レ
ヒ
ド
ー

ル
を
同
時
に
裁
定
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。

ま
た
、
同
時
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
も
裁
定
で
き
る
目
途
が
た
っ

た
の
で
、
第
十
四
軍
に
現
兵
力
を
も
っ
て
バ
タ
ア
ン
攻
略
に
全

力
を
傾
注
さ
せ
れ
ば
、
大
本
営
の
希
望
に
沿
え
る
こ
と
と
な
る

な
ど
、
第
二
次
戦
開
始
と
な
っ
た
。

比
島
ネ
グ
ロ
ス
島
の
死
闘

地
獄
谷
か
ら
マ
ン
グ
ラ
ガ
ン
を
越
え
て
　 

茨
城
県
　
齊
藤
藤
左
衛
門
　 

今
次
大
戦
に
は
幾
つ
か
の
山
が
あ
っ
た
。
比
島
ネ
グ
ロ
ス
島

の
戦
い
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
六
月
十
五
日
、
東
部
第
三
十
七
部
隊
で
軍
装
検

査
を
受
け
、
宇
都
宮
東
部
第
三
十
六
部
隊
、
高
崎
東
部
第
三
十

八
部
隊
と
と
も
に
東
部
第
四
十
二
部
隊
に
集
結
編
成
さ
れ
た
。



隊
長
・
柿
沼
善
光
中
尉
、
小
隊
長
・
川
又
精
少
尉
、
衛
生
兵

は
大
野
半
十
郎
衛
生
二
等
兵
と
私
の
二
人
で
あ
る
。
医
務
室
か

ら
薬
品
、
衛
生
機
材
な
ど
を
受
領
し
出
陣
の
準
備
が
完
了
し
た
。

六
月
十
八
日
朝
、
梅
雨
空
の
下
東
部
第
四
十
二
部
隊
出
発
、

水
戸
駅
か
ら
乗
車
、
軍
用
列
車
は
西
へ
ば
く
進
す
る
。
途
中

「
虫
垂
炎
患
者
」
が
発
生
し
、
岡
山
駅
に
下
ろ
し
て
下
関
に
向

か
う
と
い
う
事
故
が
あ
っ
た
。

下
関
で
二
日
待
機
す
る
た
め
、
門
司
に
向
か
い
、
そ
こ
で
一

万
ト
ン
の
「
日
蘭
丸
」
に
乗
船
し
た
。
二
日
の
船
上
生
活
で
あ
っ

た
が
「
日
蘭
丸
」
を
下
船
、
下
関
に
帰
り
、
民
家
に
十
日
ぐ
ら

い
待
機
し
た
。（「
日
蘭
丸
」
で
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
散
華
し
た

同
郷
の
宇
都
木
広
さ
ん
に
出
会
っ
た
。
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。

）

十
日
後
乗
船
命
令
が
出
て
一
万
ト
ン
級
貨
客
船
「
香
椎
丸
」

に
乗
船
し
た
。
船
倉
に
頭
が
つ
か
な
い
く
ら
い
の
段
に
積
め
こ

ま
れ
、
避
難
用
具
は
縄
梯
子
で
あ
っ
た
。
船
室
は
風
通
し
が
悪

く
、
と
て
も
蒸
し
暑
か
っ
た
。

七
月
二
日
い
よ
い
よ
出
港
。
バ
シ
ー
海
峡
の
状
況
が
悪
く
、

台
湾
の
基
隆
港
に
待
避
、
二
日
後
出
港
し
、
マ
ニ
ラ
に
向
か
っ

た
。
船
団
は
、
不
気
味
な
藍
色
に
染
ま
っ
た
魔
の
バ
シ
ー
海
峡

を
全
速
力
で
航
行
し
た
。

七
月
十
二
日
「
香
椎
丸
」
の
直
前
を
航
行
し
て
い
た
「
日
蘭

丸
」
に
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
が
命
中
し
、
船
体
が
中
央
か
ら
真
っ

二
つ
に
折
れ
、
乗
船
し
て
い
る
兵
が
海
に
こ
ぼ
れ
落
ち
る
の
を

目
撃
し
た
。
あ
あ
、
こ
こ
が
戦
場
だ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
身
が
引

き
し
ま
る
思
い
だ
っ
た
。

海
面
に
は
重
油
が
広
が
り
、
な
げ
だ
さ
れ
た
兵
、
負
傷
し
た

兵
、
も
が
き
苦
し
む
兵
を
救
助
し
、
応
急
処
置
す
る
の
に
甲
板

は
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

周
囲
に
は
駆
逐
艦
が
爆
雷
を
投
下
し
、

敵
潜
水
艦
の
接
近
を
防
い
だ
。
後
始
末
を
海
軍
に
頼
み
、
心
残

り
な
が
ら
マ
ニ
ラ
に
向
け
全
力
航
行
し
た
。

故
郷
を
出
て
一
ヵ
月
、
七
月
十
五
日
に
や
っ
と
マ
ニ
ラ
の
土

を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。
船
中
の
蒸
し
暑
さ
が
本
物
の
暑
さ
に

と
っ
て
か
わ
っ
た
。

さ
っ
そ
く
、
荷
揚
げ
を
し
て
マ
ニ
ラ
郊
外
の
学
校
を
宿
舎
と

し
た
。
こ
れ
か
ら
何
年
間
、
こ
の
異
郷
の
地
に
ど
ん
な
運
命
が

待
っ
て
い
る
の
か
と
思
う
と
心
細
く
も
あ
っ
た
。
本
科
の
兵
隊

は
休
養
し
て
い
た
が
医
務
室
は
忙
し
か
っ
た
。

柿
沼
隊
長
が
船
中
で
発
熱
し
た
。
マ
ニ
ラ
病
院
で
診
断
し
た



結
果
入
院
と
な
る
。

こ
れ
が
隊
長
と
の
最
後
の
別
れ
と
な
っ
た
。

や
っ
と
上
陸
し
た
ば
か
り
な
の
に
前
途
を
思
う
と
心
細
い
き
わ

み
で
あ
っ
た
。
医
務
室
は
兵
站
や
病
院
と
忙
し
い
日
が
続
い
た
。

七
月
二
十
四
日
、
セ
ブ
島
に
転
進
し
、
バ
ザ
ッ
ク
小
学
校
を

宿
舎
に
し
た
。
七
月
二
十
八
日
編
成
替
え
あ
り
。
私
た
ち
混
成

第
三
十
一
旅
団
は
新
た
に
第
百
二
師
団
と
な
っ
た
。
副
栄
眞
平

中
将
が
師
団
長
と
な
り
、

セ
ブ
市
に
師
団
司
令
部
が
置
か
れ
た
。

サ
イ
パ
ン
陥
落
後
、
各
地
に
防
備
の
責
任
を
持
つ
「
軍
」
の

単
位
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
で
七
月
二
十
八
日
に
第
十
四
軍
は

方
面
軍
に
昇
格
し
た
。
し
か
し
兵
力
は
第
三
十
五
軍
だ
け
だ
っ

た
。
第
三
十
五
軍
司
令
官
に
宇
品
の
船
舶
司
令
官
だ
っ
た
鈴
木

宋
作
中
将
が
補
せ
ら
れ
、
友
近
美
春
少
将
が
軍
参
謀
長
に
任
ぜ

ら
れ
た
。
我
々
は
歩
兵
第
七
十
七
旅
団
長
・
河
野
毅
少
将
指
揮

下
の
旅
団
作
業
隊
と
な
っ
た
。

セ
ブ
島
で
は
、
二
回
討
伐
に
参
加
し
、
そ
の
後
パ
ナ
イ
島
に

移
動
し
た
。
作
業
隊
本
部
は
イ
ロ
イ
ロ
市
に
あ
り
、
そ
の
主
力

は
カ
バ
ツ
ア
ン
飛
行
場
の
設
定
だ
っ
た
。
ま
た
作
業
隊
は
九
月

二
日
ネ
グ
ロ
ス
島
に
上
陸
、
バ
コ
ロ
ド
市
の
中
心
バ
コ
ロ
ド
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
の
第
七
十
七
旅
団
司
令
部
の
建
物
に
入
っ
た
。
作

業
隊
の
主
力
は
周
囲
の
警
備
で
、
医
務
室
は
司
令
部
医
務
室
勤

務
と
な
っ
た
。

そ
の
頃
、
作
業
隊
に
衛
生
下
士
官
八
尋
善
次
伍
長
と
中
村
久

造
衛
生
兵
長
、
若
島
敏
夫
衛
生
一
等
兵
が
転
属
し
て
き
た
。
旅

団
司
令
部
に
は
南
、
小
島
両
衛
生
上
等
兵
が
お
り
医
務
室
も
充

実
し
た
。

九
月
十
三
日
か
ら
バ
コ
ロ
ド
、
タ
リ
サ
イ
、
シ
ラ
イ
、
サ
ル

ビ
ヤ
な
ど
の
飛
行
場
に
米
軍
機
に
よ
る
爆
撃
が
開
始
さ
れ
、
こ

こ
に
ネ
グ
ロ
ス
島
の
攻
防
戦
の
幕
は
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。
戦

争
が
終
わ
り
冷
静
に
振
り
返
る
と
、
米
軍
に
よ
る
空
爆
、
艦
砲
、

戦
車
、
陸
軍
の
各
装
備
は
無
限
と
い
え
る
ほ
ど
の
量
が
あ
り
、

ネ
グ
ロ
ス
島
の
我
が
軍
の
最
大
の
火
器
は
野
砲
二
門
と
高
射
砲

六
門
、
糧
秣
も
砂
糖
き
び
の
作
付
け
が
多
い
た
め
最
初
か
ら
少

な
い
と
こ
ろ
を
補
給
路
を
断
た
れ
、
や
っ
と
山
裾
に
運
ん
だ
物

資
を
最
初
の
砲
爆
で
失
っ
た
た
め
、
飢
餓
に
追
い
込
ま
れ
た
。

ま
た
食
塩
が
初
期
か
ら
無
か
っ
た
た
め
兵
の
体
力
が
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。

九
月
二
十
日
、
我
ら
初
年
兵
も
星
が
二
つ
に
な
る
。
作
業
隊

は
ウ
バ
イ
に
移
動
し
、
敵
米
軍
の
上
陸
予
想
海
岸
水
際
陣
地
構



築
に
専
念
し
た
。
現
地
人
、
水
牛
な
ど
を
総
動
員
し
、
早
朝
か

ら
夜
半
ま
で
の
作
業
だ
。

器
材
分
隊
は
鍛
工
場
を
作
り
エ
ン
ピ
、

カ
ス
ガ
イ
を
作
っ
た
。

柿
沼
隊
長
が
部
隊
追
及
中
、

戦
死
し
た
と
の
計
報
が
届
い
た
。

二
代
目
隊
長
・
川
田
清
中
尉
が
小
堀
隊
か
ら
着
任
し
た
。
米
軍

の
空
襲
は
激
し
く
、

Ｂ
2
9

五
〇
機
が
バ
コ
ロ
ド
飛
行
場
を
爆
撃
。

爆
撃
後
の
飛
行
場
の
修
理
が
大
仕
事
だ
っ
た
。
作
業
隊
に
レ
イ

テ
島
作
戦
参
加
の
命
が
下
る
。
乗
船
予
定
前
日
の
夜
、
船
が
爆

撃
で
沈
没
、
作
業
隊
は
バ
コ
ロ
ド
に
留
ま
っ
た
。
爆
撃
は
市
内

に
も
及
び
、
司
令
部
衛
兵
中
の
小
林
源
吉
が
爆
撃
の
破
片
が
頭

部
鉄
帽
を
貫
通
し
て
戦
死
。
日
一
日
と
圧
迫
感
を
抱
い
た
。

そ
の
頃
、

蘭
印
か
ら
転
送
さ
れ
た
燃
料
の
ド
ラ
ム
缶
を
ト
ラ
ッ

ク
に
積
む
作
業
中
、

米
軍
機
五
〇
機
が
頭
上
を
通
過
し
た
の
で
、

ト
ラ
ッ
ク
が
急
発
進
し
た
た
め
、

ド
ラ
ム
缶
の
下
敷
き
と
な
り
、

藤
木
房
次
郎
上
等
兵
は
腸
が
破
裂
し
重
傷
、
三
日
後
に
他
界
し

た
。米

軍
は
夜
間
爆
撃
の
神
経
戦
を
は
じ
め
た
。
爆
撃
ご
と
に
軍

票
の
価
値
が
下
が
り
、
現
地
人
と
の
取
引
に
差
し
支
え
が
出
た
。

軍
票
の
取
引
を
断
ら
れ
は
じ
め
た
の
だ
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
中

で
昭
和
二
十
年
の
元
旦
を
迎
え
た
。
今
年
こ
そ
反
撃
を
と
誓
い

祖
国
に
向
け
礼
拝
し
た
。
繰
り
返
し
米
軍
に
よ
る
爆
撃
を
受
け

て
も
友
軍
機
は
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

一
月
十
日
か
ら
作
業
隊
は
高
千
穂
落
下
傘
部
隊
と
と
も
に
二

本
椰
子
か
ら
バ
コ
川
上
流
方
面
の
討
伐
戦
に
参
加
、
米
軍
上
陸

に
備
え
て
太
郎
山
に
通
ず
る
道
路
と
兵
団
戦
闘
司
令
所
の
構
築

準
備
で
あ
る
。
二
月
に
入
り
戦
闘
司
令
所
構
築
に
か
か
っ
た
。

石
山
に
横
穴
を
掘
る
作
業
で
あ
る
。
食
糧
器
材
は
道
路
不
備
の

た
め
バ
コ
ロ
ド
か
ら
人
力
で
搬
送
し
た
。
途
中
、
艦
載
機
に
よ

る
機
銃
掃
射
に
あ
っ
た
。

死
に
も
の
ぐ
る
い
と
は
こ
の
こ
と
だ
っ

た
。
そ
の
う
ち
工
兵
隊
に
よ
り
道
路
が
作
ら
れ
、
各
大
隊
も
太

郎
山
に
向
け
て
糧
秣
器
材
を
運
び
は
じ
め
た
。

戦
況
は
日
一
日
と
、
逼
迫
し
て
き
た
。
三
月
二
十
八
日
石
川

兵
長
を
長
に
体
力
の
優
れ
た
十
五
人
が
バ
コ
ロ
ド
に
下
り
、
作

業
隊
の
残
務
整
理
を
行
っ
た
。
衛
生
兵
は
私
。
三
月
十
八
日
衛

生
上
等
兵
を
命
じ
ら
れ
張
り
切
っ
て
い
た
。
整
理
後
海
岸
に
出

る
と
、
バ
コ
ロ
ド
沖
は
米
艦
船
で
埋
め
つ
く
さ
れ
、
米
軍
上
陸

は
時
間
の
問
題
と
思
わ
れ
た
。

二
十
九
日
未
明
、
艦
砲
射
撃
が
始
ま
り
、
宿
舎
の
上
を
艦
砲



が
う
な
り
音
を
た
て
な
が
ら
山
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
っ
た
。

さ
っ
そ
く
、
石
川
兵
長
が
司
令
部
に
行
く
と
作
業
隊
は
別
命
あ

る
ま
で
待
機
せ
よ
と
の
命
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
市
街
地
に
は

戦
車
の
ご
う
音
が
響
き
だ
し
た
。
以
前
の
話
に
よ
る
と
、
米
軍

上
陸
の
と
き
は
、
バ
コ
川
鉄
橋
を
師
団
工
兵
隊
の
手
で
爆
破
す

る
と
聞
い
た
が
、
戦
車
は
街
に
進
入
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
我
々
の
脱
出
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
再
び
石
川
兵
長
が
司
令
部
に

行
く
と
も
ぬ
け
の
か
ら
だ
っ
た
。
こ
れ
で
は
包
囲
さ
れ
て
し
ま

う
と
急
ぎ
市
外
に
逃
れ
た
。

市
街
の
上
空
は
艦
載
機
が
機
銃
掃
射
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

逃
げ
遅
れ
た
兵
隊
を
狙
い
射
ち
に
し
て
い
た
。

後
で
知
っ
た
が
、

鉄
橋
爆
破
は
工
兵
隊
の
手
違
い
だ
っ
た
そ
う
だ
。
我
々
が
山
に

三
日
目
に
た
ど
り
つ
く
途
中
、
螢
が
大
群
乱
舞
し
て
い
た
。
ゲ

リ
ラ
の
機
関
砲
が
山
に
向
か
っ
て
、
五
発
に
一
発
の
曳
光
弾
が

山
に
吸
い
こ
ま
れ
て
ゆ
く
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。
山
に
近
づ
く

と
各
方
面
か
ら
散
り
散
り
に
な
っ
て
い
た
兵
隊
た
ち
が
集
ま
り

大
混
乱
だ
っ
た
。
山
を
下
る
と
き
は
、
青
々
と
し
た
双
葉
台
あ

た
り
の
山
裾
は
焼
け
た
だ
れ
、
硝
煙
の
臭
い
が
鼻
を
突
い
た
。

医
務
室
の
人
事
が
新
た
に
発
令
さ
れ
た
。
中
村
衛
生
兵
長
は

野
戦
病
院
に
、
大
野
衛
生
上
等
兵
が
一
個
分
隊
と
と
も
に
旅
団

司
令
部
勤
務
、
八
尋
班
長
と
若
島
上
等
兵
は
軽
症
患
者
を
連
れ

て
後
方
に
下
が
り
、
私
は
指
揮
班
で
川
田
隊
長
の
下
で
働
く
こ

と
が
発
令
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
、
兵
団
の
前
線
配
備
が
決

ま
っ
た
。
太
郎
山
陣
地
を
中
心
に
タ
ン
ザ
地
区
を
寺
田
兵
団
、

右
地
区
に
野
瀬
大
隊
。
中
地
区
に
堀
大
隊
、
予
備
隊
は
石
毛
少

佐
の
船
舶
工
兵
隊
だ
っ
た
。

連
日
連
夜
の
苦
戦
が
続
い
た
。
旅
団
作
業
隊
は
戦
車
に
肉
迫

攻
撃
を
命
じ
ら
れ
た
。
米
戦
車
は
前
方
五
〇
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

を
火
炎
放
射
器
で
焼
き
な
が
ら
前
進
し
て
く
る
。
兵
を
犠
牲
に

し
て
も
効
果
は
な
い
。
太
郎
山
に
陣
を
構
え
、
た
こ
壷
（
戦
場

に
掘
っ
た
一
人
用
の
壕
）
を
掘
っ
た
。
い
よ
い
よ
山
岳
戦
に
入

る
。
周
囲
は
空
を
覆
う
ラ
ワ
ン
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
あ
る
。
他
部

隊
は
夜
間
の
切
込
隊
の
成
功
が
あ
っ
た
が
、
米
軍
は
気
配
を
感

じ
る
と
照
明
弾
を
射
ち
上
げ
は
じ
め
た
の
で
効
果
が
な
く
な
っ

た
。
落
下
傘
が
付
い
た
照
明
弾
は
滞
空
時
間
が
長
く
、
日
本
兵

が
近
づ
く
と
狂
っ
た
よ
う
に
射
撃
し
て
く
る
。
昼
間
は
低
空
の

観
測
機
が
観
測
し
て
い
て
、
砲
の
陣
地
に
無
線
連
絡
し
集
中
攻

撃
を
か
け
て
く
る
。
観
測
機
は
小
銃
で
も
届
く
ほ
ど
だ
が
、
こ



ち
ら
の
居
場
所
が
知
ら
れ
お
返
し
が
来
る
の
で
手
が
出
な
か
っ

た
。そ

の
頃
か
ら
艦
載
機
が
落
下
傘
爆
弾
を
落
と
し
て
き
た
。
今

度
は
太
郎
山
陣
地
が
砲
撃
を
受
け
て
、
荒
川
喜
一
が
胸
部
に
破

片
を
受
け
、
息
が
も
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。
重
傷
だ
が
担
架
も

な
か
っ
た
の
で
、
私
が
肩
を
か
け
て
、
あ
と
一
人
に
巻
脚
絆
を

越
中
の
よ
う
に
し
て
引
き
、
や
っ
と
野
戦
病
院
に
送
っ
た
。
野

戦
病
院
も
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

陣
地
に
引
き
返
す
途
中
で
、
作
業
隊
員
に
あ
っ
た
。
聞
く
と

我
々
の
陣
地
は
集
中
砲
を
浴
び
、
や
っ
と
逃
げ
て
き
た
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
私
の
装
具
は
そ
の
ま
ま
と
聞
き
、
取
り
に
行
こ
う

と
す
る
と
危
険
だ
か
ら
夜
ま
で
待
て
と
い
う
。
夜
に
取
り
に
行

く
と
装
具
は
あ
っ
た
が
、
木
は
倒
れ
ラ
ワ
ン
の
葉
は
無
く
、
負

傷
者
が
出
な
い
の
が
不
思
議
な
情
景
だ
。
私
の
た
こ
壼
に
戻
る

と
近
く
に
不
発
弾
が
あ
り
ゾ
ッ
と
し
た
。
荷
物
を
ま
と
め
、
本

隊
に
戻
る
と
剣
ヶ
峯
方
面
に
移
動
す
る
と
の
こ
と
だ
。
夜
の
山

道
は
夜
光
虫
が
光
り
月
夜
の
よ
う
だ
っ
た
。

剣
ヶ
峯
の
陣
地
の
前
方
は
潅
木
の
台
地
で
あ
る
。
川
田
隊
長

と
陣
地
偵
察
に
出
る
と
、
近
く
で
地
雷
が
破
裂
し
、
手
塚
分
隊

に
負
傷
者
が
出
た
。
ま
た
近
く
に
地
雷
が
あ
る
。
人
声
も
す
る
。

川
田
隊
長
が
「
誰
だ
」
と
誰
何
す
る
と
「
堀
部
隊
、
古
渡
准
尉
」

と
答
え
が
あ
り
、
私
も
急
い
で
近
づ
き
、
作
業
隊
の
衛
生
兵

「
齊
藤
」
と
名
乗
っ
た
。
堀
部
隊
の
兵
二
人
は
内
臓
が
飛
び
出

し
て
即
死
状
態
だ
っ
た
。
古
渡
准
尉
は
隣
村
萩
平
の
方
で
そ
の

後
散
華
さ
れ
た
。

次
の
日
、
私
は
手
塚
分
隊
の
負
傷
者
二
人
を
八
尋
班
長
の
患

者
班
に
送
り
、
帰
途
、
書
類
な
ど
を
保
管
し
て
あ
る
山
本
曹
長

の
幕
舎
に
泊
ま
る
と
、
夜
中
に
伝
令
が
き
て
、
川
田
隊
長
、
川

又
小
隊
長
の
地
雷
に
よ
る
戦
死
を
伝
え
て
き
た
。
山
本
曹
長
と

陣
地
に
帰
っ
た
が
遺
体
は
確
認
で
き
る
情
況
で
な
か
っ
た
。

山
本
曹
長
が
中
隊
長
、
野
木
曹
長
が
小
隊
長
と
な
っ
た
。
食

糧
事
情
は
急
速
に
悪
化
し
、
一
日
に
籾
一
握
り
が
支
給
さ
れ
る

だ
け
だ
っ
た
。
米
軍
と
ゲ
リ
ラ
が
陣
地
内
に
入
り
、
縦
横
に
落

下
傘
の
紐
を
張
り
巡
ら
し
、
こ
れ
に
ひ
っ
か
か
る
と
地
雷
が
破

裂
す
る
仕
掛
け
だ
っ
た
。
栄
養
失
調
と
空
腹
で
部
隊
を
離
れ
て

行
く
兵
が
多
く
な
っ
た
。

ど
こ
へ
行
っ
て
も
迫
撃
砲
と
機
銃
掃
射
が
追
い
掛
け
て
き
た
。

戦
況
は
激
烈
を
極
め
た
が
、

米
軍
の
一
方
的
な
戦
い
に
な
っ
た
。



川
田
隊
長
戦
死
後
、

船
舶
工
兵
隊
の
石
毛
少
佐
の
指
揮
下
に
入
っ

た
。雨

期
に
入
り
、
険
し
い
山
道
も
ぬ
か
る
み
と
化
し
、
ど
こ
を

見
て
も
行
き
倒
れ
の
兵
隊
の
姿
が
あ
っ
た
。
一
日
に
何
千
発
も

の
迫
撃
砲
と
機
関
砲
、
ロ
ケ
ッ
ト
砲
も
使
用
し
始
め
た
。
二
代

目
隊
長
石
毛
少
佐
も
負
傷
し
、
歩
行
困
難
と
な
り
自
決
を
選
ば

れ
た
。

五
月
十
三
日
、
米
軍
は
島
内
の
日
本
軍
を
完
全
に
包
囲
し
た

と
上
空
か
ら
投
降
勧
告
の
ビ
ラ
を
ま
い
た
。
各
部
隊
は
空
腹
と

戦
況
悪
化
か
ら
戦
意
が
極
端
に
落
ち
、
逃
亡
者
が
続
出
し
、
作

業
隊
で
も
朝
起
き
る
と
一
個
分
隊
が
蒸
発
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
。
塩
も
皆
無
と
な
り
草
を
煮
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
水
の
あ

る
と
こ
ろ
や
岩
陰
に
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
栄
養
失
調
で
か
ら

だ
全
体
が
む
く
ん
だ
人
た
ち
が
集
ま
り
、
う
ず
く
ま
り
、
う
つ

伏
せ
に
な
り
、
骨
と
皮
だ
け
に
な
り
死
ん
で
い
っ
た
。
死
期
が

近
く
な
る
と
銀
蝿
が
す
き
間
な
く
た
か
る
。
兵
は
追
い
払
う
気

力
も
無
く
、
死
体
は
す
き
間
無
く
蛆
虫
の
固
ま
り
と
な
る
。
ま

さ
に
生
き
地
獄
だ
。

マ
ン
ダ
ラ
ガ
ン
山
系
も
奥
深
く
高
い
と
こ
ろ
に
き
て
し
ま
っ

た
。
日
本
軍
の
米
軍
に
対
す
る
組
織
的
反
撃
は
五
月
十
三
日
で

終
息
し
、
前
線
陣
地
は
敵
に
委
ね
た
。
し
か
し
米
軍
は
攻
撃
の

手
を
緩
め
な
か
っ
た
。
我
々
は
岩
陰
、
木
陰
へ
と
逃
げ
な
が
ら

一
八
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
マ
ン
ダ
ラ
ガ
ン
山
の
高
い
と
こ
ろ
ま
で

き
て
し
ま
っ
た
。
周
囲
の
樹
木
の
種
類
も
変
わ
り
、
木
肌
に
は

苔
が
付
き
、
そ
こ
に
シ
ダ
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
た
。
地
獄
谷
が

近
い
の
か
、
硫
黄
の
臭
い
と
吹
き
出
す
蒸
気
の
音
が
ゴ
ー
ッ
と

聞
こ
え
て
く
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
白
骨
と
冷
氷
雨
に
う
た
れ

た
死
体
ば
か
り
で
、
悲
惨
と
い
う
ほ
か
言
葉
も
な
い
。

遂
に
地
獄
谷
を
見
下
す
断
崖
ま
で
き
た
。
硫
黄
の
異
臭
が
谷

か
ら
吹
き
上
が
る
。
そ
れ
に
も
増
す
死
臭
。
朽
ち
果
て
た
幕
舎

に
は
半
ば
白
骨
化
し
た
骸
骨
の
群
れ
が
あ
り
、
思
わ
ず
合
掌
し

た
。
地
獄
谷
か
ら
流
れ
落
ち
る
流
れ
に
は
衣
服
を
ま
と
っ
た
死

体
、
半
裸
、
全
裸
の
死
体
が
浮
き
つ
沈
み
つ
流
れ
て
行
く
。
こ

の
流
れ
の
底
に
は
怪
魚
が
棲
息
し
、
死
体
を
む
さ
ぼ
り
食
っ
て

い
る
な
ど
の
噂
が
と
ん
だ
。
極
限
を
体
験
し
た
私
に
は
、
食
糧

を
外
国
に
依
存
す
る
わ
が
国
の
将
来
を
思
う
と
、
現
在
の
姿
で

良
い
の
だ
ろ
う
か
と
寒
け
を
感
じ
る
。

マ
ン
ダ
ラ
ガ
ン
山
も
頂
上
に
近
づ
く
と
、
土
は
見
ら
れ
ず
一



面
苔
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
苔
に
霰
混
じ
り
の
雨
が
し
と
し

と
と
降
る
。
坂
は
傾
斜
が
急
勾
配
と
な
る
。
自
分
の
体
を
動
か

す
の
が
や
っ
と
の
半
病
人
の
集
ま
り
の
中
で
、
少
し
で
も
強
い

人
が
藤
づ
る
を
伝
わ
り
、
助
け
合
い
、
押
し
上
げ
這
い
上
が
り
、

「
俺
は
駄
目
だ
か
ら
み
ん
な
先
に
行
っ
て
く
れ
」
と
頼
む
者
も

何
と
か
力
を
合
わ
せ
て
這
い
上
が
っ
た
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、

心
と
心
が
最
後
の
寄
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
死
に
た
い
と
離
隊
し
た
人
た
ち
を
羨
ま

し
く
思
っ
た
と
き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
と

ん
ど
ゲ
リ
ラ
の
手
に
か
か
り
果
て
た
ら
し
い
。
マ
ン
ダ
ラ
ガ
ン

山
中
を
二
晩
か
け
て
桜
盆
地
に
向
け
て
山
を
下
り
た
。
桜
盆
地

に
出
れ
ば
食
糧
は
あ
る
。

た
だ
そ
れ
だ
け
が
心
の
支
え
だ
っ
た
。

盆
地
が
近
づ
く
と
し
ば
ら
く
ぶ
り
で
太
陽
が
見
え
て
き
た
。

あ
の
山
中
の
じ
め
じ
め
し
た
中
で
の
長
か
っ
た
生
活
、
今
の
と

こ
ろ
砲
爆
も
聞
こ
え
な
い
。
そ
の
頃
で
あ
っ
た
。
一
緒
に
歩
い

て
い
た
星
野
茂
男
氏
が
倒
れ
て
息
を
引
き
と
っ
た
。
今
の
今
ま

で
話
の
返
事
を
し
て
歩
い
て
い
た
星
野
が
倒
れ
て
死
ん
だ
。
人

の
生
命
は
こ
ん
な
に
あ
っ
け
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
倒
れ
た
と

き
、
す
ぐ
脈
を
み
た
が
完
全
に
無
か
っ
た
。
最
後
の
最
後
に
命

の
灯
を
燃
え
つ
く
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
何

十
人
と
最
期
を
み
て
き
た
が
、
今
は
、
衛
生
兵
と
い
っ
て
も
薬

も
何
も
無
い
の
で
手
の
施
し
よ
う
も
な
い
。
し
か
し
今
、
桜
盆

地
の
食
糧
を
目
前
に
臨
み
な
が
ら
も
、
こ
ん
な
に
気
を
落
と
し

た
こ
と
は
無
か
っ
た
。

少
し
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
山
口
部
隊
の
兵
が
五
人
休
ん
で
い

た
。
私
た
ち
に
今
す
ぐ
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
行
け
ば
イ
モ
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
頑
張
れ
と
力
づ
け
て
く
れ

た
。

彼
ら
は
山
に
い
る
戦
友
に
イ
モ
を
届
け
る
と
こ
ろ
だ
と
言
っ

て
山
に
向
か
っ
た
。
ふ
と
見
る
と
彼
ら
が
去
っ
た
あ
と
に
イ
モ

の
皮
が
落
ち
て
い
た
。
急
い
で
口
に
入
れ
る
と
大
い
に
力
が
つ

い
た
気
が
し
た
。

平
地
に
着
い
た
。
幕
舎
を
張
る
者
、
イ
モ
掘
り
に
行
く
者
な

ど
、

何
ヵ
月
も
夢
に
ま
で
見
た
食
糧
に
身
体
中
に
力
が
湧
い
た
。

そ
の
夜
は
草
な
ど
を
敷
い
た
乾
い
た
地
面
に
寝
た
が
眠
れ
な
か
っ

た
。
現
実
か
夢
か
頭
の
中
は
走
馬
灯
の
よ
う
に
米
軍
上
陸
の
と

き
の
艦
砲
、
戦
車
の
轟
音
、
川
田
隊
長
と
小
隊
長
の
地
雷
爆
死

な
ど
が
思
い
出
さ
れ
た
。
隊
長
は
い
つ
も
「
齊
藤
つ
い
て
来
い
」

と
い
わ
れ
、
お
供
を
し
た
。
前
日
の
手
塚
分
隊
に
負
傷
者
が
い



な
か
っ
た
ら
私
も
こ
の
爆
死
は
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。

周
囲
を
見
れ
ば
皆
同
じ
思
い
だ
っ
た
と
思
う
。

私
に
は
山
中
に
残
っ
て
い
る
患
者
に
食
糧
を
届
け
収
容
す
る

任
務
が
あ
っ
た
。
八
尋
班
長
や
若
島
衛
生
兵
は
随
分
と
苦
労
し

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
果
た
し
て
作
業
隊
に
何
人
生
存
者
が
い

る
か
見
当
も
つ
か
な
い
。
こ
れ
ま
で
苦
労
し
た
の
だ
か
ら
一
人

で
も
多
く
生
き
て
い
て
く
れ
と
祈
る
思
い
だ
っ
た
。
三
日
間
お

い
て
患
者
班
救
出
に
再
び
マ
ン
ダ
ラ
ガ
ン
に
登
っ
た
。
一
日
も

早
く
救
出
せ
ね
ば
犠
牲
は
多
く
な
る
。
例
に
よ
り
石
川
兵
長
を

長
に
塚
田
兵
長
、
銭
谷
兵
長
、
金
川
上
等
兵
、
同
年
兵
小
谷
野

な
ど
十
人
く
ら
い
で
、
イ
モ
を
背
負
っ
た
。

高
く
な
る
ほ
ど
山
道
の
両
側
に
死
体
が
増
え
る
。
生
存
者
に

は
、
山
を
下
り
れ
ば
食
糧
は
十
分
あ
る
か
ら
少
し
で
も
早
く
下

る
よ
う
声
を
か
け
た
。
地
獄
谷
の
上
の
辺
り
で
八
尋
班
長
の
患

者
班
を
探
し
あ
て
た
。
生
存
者
は
渡
辺
軍
曹
、
篠
田
上
等
兵
な

ど
数
人
だ
っ
た
。
私
の
近
所
の
樽
見
隆
の
姿
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
八
尋
班
長
の
話
で
は
、
野
戦
病
院
に
は
三
十
人
以
上
送
っ

た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
あ
と
で
知
っ
た
が
、
野
戦
病
院
は
七
月

一
日
、
米
軍
に
単
独
投
降
し
て
い
た
。
重
傷
患
者
を
多
数
預
け

ら
れ
、
衛
生
材
料
・
薬
も
無
く
、
こ
の
ま
ま
だ
と
衛
生
兵
と
患

者
を
見
殺
し
に
す
る
と
病
院
長
箕
田
大
尉
が「
も
し
戦
い
に
勝
っ

た
時
は
、
俺
の
命
令
で
投
降
し
た
の
だ
か
ら
腹
を
切
っ
て
責
任

を
取
る
」
と
言
い
、
多
く
の
命
を
助
け
た
と
聞
い
た
。
我
ら
は

残
り
少
な
い
患
者
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
頃
の
死
体
は
生
存
者
に
靴
を
ぬ
が
さ
れ
て
い
た
。
自
分

も
頂
い
た
が
、
そ
の
兵
隊
の
名
は
一
生
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
れ
は
山
口
部
隊
水
野
友
三
郎
で
、
今
で
も
手
を
合
わ
せ

て
い
る
。

ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
っ
た
。
山
本
隊
長
の
命
で
兵
隊
二
人
を

連
れ
て
奥
沢
繁
二
郎
氏
の
救
出
に
山
に
向
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が

途
中
で
白
井
分
隊
に
会
っ
た
。
す
る
と
、
白
井
班
長
が
自
分
の

と
こ
ろ
の
井
上
上
等
兵
が
動
け
な
い
か
ら
連
れ
て
下
山
し
ろ
と

言
う
。
自
分
は
隊
長
の
命
で
奥
沢
を
収
容
し
ま
す
と
い
う
と
、

い
き
な
り
「
貴
様
、
上
官
の
命
が
聞
け
な
い
の
か
」
と
言
っ
て
、

横
面
を
二
つ
叩
か
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
自
分
勝
手
だ
。
軍
紀
も

乱
れ
て
い
る
と
き
、
私
は
拳
を
握
り
し
め
た
。
脇
を
見
る
と
人

間
に
は
這
い
上
が
れ
な
い
絶
壁
が
あ
る
。

私
は
黙
っ
て
山
を
登
っ

た
。



桜
盆
地
に
い
る
と
、
亡
霊
の
よ
う
な
姿
で
山
か
ら
下
り
て
く

る
兵
が
い
た
。
永
山
利
右
衛
門
兵
長
と
片
柳
俊
が
現
れ
た
。
ど

ん
な
経
路
で
来
た
か
要
領
を
得
な
い
。
桜
盆
地
に
も
何
日
か
平

穏
の
日
が
続
い
た
が
、
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
幕
舎
付
近
に

無
く
な
り
、
遠
く
に
行
か
な
い
と
採
れ
な
く
な
っ
た
。
す
る
と
、

ゲ
リ
ラ
の
自
動
小
銃
に
見
舞
わ
れ
る
。
山
口
部
隊
か
ら
要
注
意

の
通
達
が
あ
る
。
そ
の
日
、
イ
モ
掘
り
に
行
っ
た
兵
が
ゲ
リ
ラ

に
襲
わ
れ
た
た
め
、
警
戒
兵
か
ら
「
状
況
が
悪
化
し
た
の
で
急

い
で
移
動
す
る
よ
う
」
と
連
絡
が
あ
り
、
急
い
で
幕
舎
を
た
た

み
、
全
員
移
動
を
始
め
た
。

私
は
山
口
部
隊
に
連
絡
に
行
っ
た
八
尋
班
長
の
背
■
と
二
人

分
の
装
具
を
か
つ
い
で
逃
げ
出
し
た
。
途
中
ゲ
リ
ラ
の
姿
が
見

え
る
ほ
ど
接
近
し
た
が
、
辛
う
じ
て
脱
出
し
た
。
安
全
地
帯
ま

で
来
て
点
呼
を
と
る
と
、
渡
辺
軍
曹
と
箕
田
上
等
兵
の
姿
が
見

え
な
い
。

地
獄
谷
を
越
え
た
二
人
で
あ
っ
た
が
本
当
に
残
念
だ
っ

た
。
ま
た
二
人
の
犠
牲
者
が
出
て
し
ま
っ
た
。
夕
方
や
っ
と
ト

ポ
ラ
ン
に
着
き
、
幕
舎
を
張
り
、
落
ち
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

幕
舎
は
、
指
揮
班
で
本
橋
軍
曹
、
主
計
の
森
川
伍
長
、
塚
田
兵

長
、
同
年
兵
の
星
野
幸
吉
君
の
五
人
の
幕
舎
だ
。
食
糧
の
収
集

は
塚
田
氏
、
星
野
氏
、
私
の
三
人
で
あ
る
。
今
度
は
山
口
部
隊

に
配
属
さ
れ
た
。

山
口
部
隊
は
戦
闘
部
隊
な
の
で
、
少
数
ゲ
リ
ラ
に
は
驚
か
な

い
が
生
存
者
は
少
な
い
よ
う
だ
。
す
ぐ
隣
で
点
呼
を
聞
く
と
中

隊
長
以
下
二
十
人
で
あ
る
。
暗
然
と
し
て
声
も
で
な
い
。
ネ
グ

ロ
ス
島
で
一
番
古
い
警
備
隊
で
あ
り
、
ほ
ん
と
う
に
大
き
な
犠

牲
に
頭
の
下
が
る
思
い
だ
。
犠
牲
者
は
あ
と
を
た
た
な
い
。
若

島
衛
生
兵
が
衰
弱
し
、
静
か
に
昇
天
さ
れ
た
。
土
葬
し
、
墓
印

に
川
石
を
置
い
た
。
長
期
に
わ
た
る
食
塩
と
動
物
性
蛋
白
質
不

足
で
、
全
員
が
体
調
を
悪
く
す
る
が
、
手
の
打
ち
よ
う
が
無
か
っ

た
。
続
い
て
中
町
平
吉
氏
が
亡
く
な
っ
た
。
彼
は
私
と
歳
の
差

が
あ
る
。
故
郷
に
は
妻
子
も
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
い
つ
か
二

人
の
と
き
、
母
を
負
っ
て
宮
城
を
拝
ん
だ
話
を
し
て
く
れ
、
頼

山
陽
の
よ
う
な
人
だ
と
私
の
心
に
残
っ
て
い
る
。

そ
の
頃
幕
舎
前
の
小
さ
い
川
に
、
ハ
ゼ
ま
た
は
ゴ
ロ
と
い
う

魚
が
見
ら
れ
た
。
さ
っ
そ
く
、
有
線
通
信
の
電
線
で
釣
針
を
作

り
、
ミ
ミ
ズ
で
釣
っ
て
、
一
人
二
、
三
匹
だ
が
夕
食
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
夕
食
の
と
き
、
故
郷
の
食
べ
物
の
話
が
必
ず

出
た
。
私
の
故
郷
は
霞
ヶ
浦
の
ほ
と
り
な
の
で
、
梅
雨
ど
き
小



川
に
あ
が
る
鮒
の
話
を
し
た
。
森
川
班
長
は
群
馬
の
沼
田
出
身

な
の
で
、
秋
に
な
る
と
農
家
の
ば
あ
さ
ん
が
い
な
ご
の
煮
干
を

売
り
に
き
て
、
そ
れ
を
佃
煮
に
し
て
酒
の
肴
に
す
る
話
な
ど
い

つ
も
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
食
べ
物
の
話
だ
っ
た
。

そ
の
故
郷
へ
は
帰
れ
る
の
か
、
一
生
を
こ
の
山
中
で
送
る
の

か
、
そ
れ
よ
り
自
分
が
い
つ
ま
で
生
き
ら
れ
る
の
か
、
心
細
い

か
ぎ
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
他
の
部
隊
が
、
原
住
民
が
盆
地
か

ら
逃
げ
る
と
き
置
き
ざ
り
に
し
て
野
生
化
し
た
水
牛
を
食
用
に

捕
え
た
と
い
う
話
を
聞
き
私
の
隊
か
ら
も
出
か
け
た
。
一
回
目

は
広
い
草
原
を
三
日
ぐ
ら
い
探
し
た
が
失
敗
し
、
二
回
目
で
成

功
、
小
谷
野
勝
が
飯
盒
い
っ
ぱ
い
の
肉
を
持
っ
て
運
搬
の
応
援

を
求
め
て
き
た
。
西
村
元
治
郎
が
肉
屋
に
勤
め
て
い
た
た
め
解

体
し
、
十
人
ぐ
ら
い
で
運
び
、
山
口
部
隊
に
も
届
け
た
。
何
ヵ

月
ぶ
り
か
の
嬉
し
い
で
き
ご
と
だ
っ
た
。

静
か
な
日
が
続
い
た
。
栃
木
県
田
沼
町
出
身
の
阿
部
和
一
郎

氏
が
自
分
の
死
期
を
知
っ
て
か
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
、
お

経
を
唱
え
て
息
を
引
き
と
っ
た
。
土
饅
頭
の
数
は
増
え
る
ば
か

り
だ
。
お
盆
の
月
だ
が
こ
こ
に
は
何
の
行
事
も
無
い
。

山
口
部
隊
か
ら
敵
機
と
ゲ
リ
ラ
に
注
意
す
る
よ
う
通
達
が
あ
っ

た
。
ゲ
リ
ラ
襲
撃
に
備
え
て
幕
舎
周
辺
の
道
路
に
障
害
物
を
作

る
作
業
に
山
口
部
隊
に
応
援
に
出
た
。

八
月
六
日
、
Ｂ2

9

の
大
編
隊
が
上
空
を
通
過
し
、
カ
リ
ス
ク

方
面
の
島
本
隊
が
爆
撃
さ
れ
、

死
傷
者
が
出
た
と
の
情
報
が
入
っ

た
。八

月
十
六
日
、
米
軍
機
か
ら
「
日
本
が
連
合
軍
に
無
条
件
降

伏
し
た
」
と
の
ビ
ラ
が
ま
か
れ
た
。
急
い
で
山
を
下
り
て
来
る

よ
う
に
と
い
う
内
容
の
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り

得
る
だ
ろ
う
か
。
き
っ
と
米
軍
の
謀
略
だ
。
こ
の
と
こ
ろ
米
軍

機
が
飛
ば
な
い
の
は
ど
こ
か
日
本
軍
が
優
勢
に
な
り
、
米
機
が

そ
ち
ら
に
行
っ
た
の
だ
、
な
ど
と
話
は
飛
躍
し
た
。
敗
戦
当
時

の
経
緯
は
、
我
ら
兵
隊
に
は
知
る
由
も
無
い
が
、
八
月
末
兵
団

か
ら
軍
使
を
出
し
、

米
軍
か
ら
通
信
機
を
も
ら
い
受
け
て
き
て
、

各
方
面
の
情
報
を
得
て
、

祖
国
の
敗
戦
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

話
は
聞
こ
え
た
が
細
部
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
島
村
工

兵
隊
の
衛
生
下
士
官
・
里
見
高
義
氏
の
個
人
体
験
記
「
犠
牲
」

に
よ
っ
て
だ
っ
た
。




